
午後３時１３分 再開

○稲 田議 長 休 憩前 に 引き続 き会 議を 開き、 市政 一般に 対す る質

問を続行いたします。

これより、会派の議員による関連質問に入ります。

初めに、塚田議員。

〔塚田議員質問席へ〕

○塚 田議 員 皆 様、 こ んにち は。 市民 の声な しで 米子の 未来 発展

なし、現場主義、会派自由創政、塚田佳充です。

先 ほど の戸田 議員 の 代表質 問に 関連 しまし て、 大要３ 点、 質問

させ てい ただき ます 。 市長並 びに 当局 の皆様 、前 向きな 答弁 をよ

ろしくお願いいたします。

１ 点目 、障が い者 の 生活環 境整 備に ついて です が、戸 田議 員の

代表 質問 の市長 答弁 で 、実際 に購 入さ れる用 具の 選定に 伴う 試用

の費 用負 担の状 況や 本 市独自 の負 担軽 減措置 の実 施につ いて は、

関係 者や 他市町 村の 状 況の把 握に 努め たいと 答弁 いただ きま した

が、 状況 の把握 に努 め るので は対 応が 遅いの では ないか と私 は思

いま した 。障が い者 の 保険制 度も 介護 保険制 度も ３年に 一度 改正

されます。そのタイミングが令和６年度に来るからです。

そ れで は、お 聞き し ます。 令和 ６年 度、障 がい 福祉サ ービ ス等

及び障がい児通所支援等の基本指針についてお伺いいたします。

○稲田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 障がい 福祉 サー ビス等 及び 障がい 児通 所支

援等 の円 滑な実 施を 確 保する ため の基 本的な 指針 の一部 改正 のこ

とだ と思 います けれ ど も、そ れに つい てでご ざい ます。 こち らは

国が 示し ました 基本 指 針でご ざい まし て、現 在、 本市が 策定 を進



めて おり ます米 子市 障 がい者 支援 プラ ン２０ ２４ を構成 する ３つ

の計 画の うち、 米子 市 障がい 福祉 計画 及び米 子市 障がい 児福 祉計

画を 定め るに当 たっ て の基本 的な 方針 となる もの でござ いま して、

本市 もこ の基本 指針 を 踏まえ まし て計 画を策 定し ている とこ ろで

ございます。

○稲田議長 塚田議員。

○塚 田議 員 次 の施 設 入所者 の地 域生 活へ移 行の 分はい いで すか。

そ れで は、障 がい の ある方 の地 域移 行につ いて お伺い いた しま

す。

○稲田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 施設入 所者 の地 域移行 につ いてで ござ いま

すが 、先 ほどの 基本 指 針もご ざい まし たとお り、 現在の 計画 にお

きま して も、本 市に お きまし て目 標を 掲げて 取り 組んで おり まし

て、 入所 者の支 援者 へ のアン ケー トの 実施で すと か、障 がい 者支

援課 の担 当者に よる 施 設訪問 や施 設職 員への 聞き 取りな どを 行う

こと によ りまし て、 入 所者の 状況 の把 握と地 域生 活への 移行 に向

けた意識の醸成に取り組んでいるところでございます。

○稲田議長 塚田議員。

○塚 田議 員 そ れで は 、その 障が いの ある方 の地 域移行 につ いて、

市の現状を伺いたいと思います。

○稲田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 障がい のあ る方 の地域 移行 の本市 の現 状に

つい てで ござい ます 。 精神障 がい によ り長期 入院 中の方 や長 期に

わた り施 設に入 所さ れ ている 方の 地域 生活へ の移 行につ いて は、

米子 市障 がい者 基幹 相 談支援 セン ター に令和 元年 度から 専任 の精



神保 健福 祉士を 配置 し ており まし て、 保健師 とと もに取 り組 んで

いる とこ ろでご ざい ま す。そ のう ち、 精神障 がい により 長期 入院

中の 方の 地域移 行に つ きまし ては 、鳥 取県や 各医 療機関 、相 談支

援事 業所 などの 関係 機 関と連 携し まし て、退 院の 可能性 があ る方

への 訪問 や面談 を継 続 的に行 いま すと ともに 、地 域での 生活 体験

など を行 いなが ら退 院 に向け た支 援と 退院後 につ いても 生活 支援

を行っているところでございます。

地 域移 行をさ れた 方 の実績 につ きま しては 、令 和２年 度か ら令

和４ 年度 は、各 年度 と も３名 でご ざい ました 。今 年度は ２月 現在

で２名となっております。

○稲田議長 塚田議員。

○塚 田議 員 在 宅生 活 での不 便さ につ いて、 家族 や本人 に聞 き取

りをしているかお伺いしたいと思います。

○稲田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 在宅生 活で の不 便さ等 につ いての 聞き 取り

状況 につ いてで ござ い ますが 、地 域生 活への 移行 に当た りま して

は、 御本 人の退 院へ の 意欲や 地域 生活 に対す る希 望があ るこ とな

どが 重要 でござ いま す ために 、御 本人 からの 聞き 取りは もち ろん

のこ と、 御家族 や医 療 関係者 など とも 支援会 議を 行いま して 、退

院や 地域 生活に 当た っ ての不 安、 退院 後の福 祉サ ービス など につ

いて 検討 や調整 を行 い 、御本 人の 意向 や状況 に応 じた対 応を 行っ

ているところでございます。

○稲田議長 塚田議員。

○塚 田議 員 そ れで は 、本市 とし て、 今の現 状で 地域移 行に 対応

できるかお伺いいたしたいと思います。



○稲田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 本市と して の地 域移行 の対 応でご ざい ます

けれ ども 、退院 や退 所 された 方が 地域 で安心 して 生活す るた めに

は、 地域 の住民 の皆 様 の障が いに 対す る理解 や必 要な福 祉サ ービ

スを 受け ること がで き るなど 、地 域の 受入態 勢の 整備が 不可 欠で

ござ いま す。施 設入 所 者の地 域移 行や 精神病 床か らの退 院後 の生

活へ の支 援に当 たっ て は、ヘ ルパ ーな ど福祉 人材 の不足 など によ

り十 分に サービ スを 提 供でき てい ない 実態も ある ことか ら、 地域

にお ける サービ ス提 供 体制の 充実 につ いても 併せ て取り 組ん でい

るところでございます。

○稲田議長 塚田議員。

○塚 田議 員 国 が示 し ていま す地 域移 行を進 める に当た り、 事業

所に負担が生じるおそれがないかお伺いしたいと思います。

○稲田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 地域移 行を 進め るに当 たっ ての事 業所 への

負担 につ いての お尋 ね でござ いま す。 地域生 活へ の移行 を進 める

際に は、 福祉サ ービ ス の新た な利 用者 として 行政 や相談 支援 事業

所、 サー ビス提 供事 業 所など が互 いの 役割を 果た しなが ら、 御本

人や 御家 族にと って 最 適な支 援を 行う ことが でき るよう 調整 して

いるところでございます。

○稲田議長 塚田議員。

○塚 田議 員 障 がい の ある方 の地 域移 行につ いて 、障が い者 本人

や家 族が 安心し て在 宅 生活を 送る ため の政策 はあ るか伺 いた いと

思います。

○稲田議長 塚田福祉保健部長。



○塚 田福 祉保健 部長 安心し て在 宅生 活を送 るた めの政 策に つい

ての お尋 ねでご ざい ま す。地 域生 活を 始めら れた 後につ いて は、

継続 して 支援に 関わ っ ている 相談 支援 事業所 によ る地域 定着 支援

のサ ービ スを受 ける こ とで常 時に 連絡 ができ 、緊 急の場 合に は相

談や 対応 等の支 援を 受 けるこ とが でき るとと もに 、本市 の基 幹相

談支 援セ ンター の担 当 者や保 健師 が、 地域移 行後 も定期 的な 面談

や電 話に よる聞 き取 り などを 行い まし て、地 域で の生活 を支 援し

ているところでございます。

○稲田議長 塚田議員。

○塚 田議 員 こ こま で 障がい のあ る方 の地域 移行 につい て伺 って

きま した が、施 設生 活 から在 宅生 活に 移行し てい くとい うこ とで

すよ ね。 施設で は職 員 さんの 目が あり 、環境 整備 が整っ てい る状

況。 それ に近い 状況 を 整えて から 在宅 生活に 移行 してい く。 地域

移行 の中 で一番 大事 な のは、 障が いの ある方 がい かに安 全に 安心

して 自立 した生 活が 送 れるか だと 思い ます。 国の 制度は 、地 域移

行支 援と してグ ルー プ ホーム を居 場所 、住ま いの 場とし て上 げて

いま すが 、実際 には 自 宅やア パー ト暮 らしの 方も おられ ます 。自

宅や アパ ート暮 らし の 方々の 環境 整備 には福 祉用 具も必 要な アイ

テム だと 思いま すが 、 福祉用 具の 重要 性につ いて 、市の 認識 を伺

いたいと思います。

○稲田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 福祉用 具の 重要 性につ いて の認識 につ いて

でご ざい ますが 、障 が いのあ る方 への 福祉用 具に ついて は、 制度

上、 補装 具と日 常生 活 用具が ござ いま す。補 装具 は車椅 子や 補聴

器な ど障 がいの ある 方 の身体 機能 の代 わりに なっ たり身 体機 能を



補っ たり するも ので ご ざいま して 、日 常生活 用具 は、ベ ッド や拡

大読 書器 、スト マ用 装 具など 、在 宅な どでの 日常 生活を 円滑 にす

るた めの 用具と なっ て おりま す。 いず れも障 がい のある 方が 在宅

など で安 心して 生活 を するた めに 必要 なもの であ ると考 えて おり

ます。

○稲田議長 塚田議員。

○塚 田議 員 私 は、 障 がい者 の生 活環 境整備 をす るため にも 、福

祉用 具の レンタ ルが 必 要だと 思い ます が、レ ンタ ル制度 導入 の必

要性についてどうお考えか伺いたいと思います。

○稲田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 レンタ ル制 度の 導入の 必要 につい ての お尋

ねで ござ います が、 障 がい福 祉制 度に おけま す補 装具、 日常 生活

用具 では 購入が 原則 と なって おり まし て、用 具を 購入さ れる まで

の間 につ いては 業者 の 協力に より 対応 してい る場 合や、 用具 によ

って はお 試しで 使わ れ る際の 費用 を御 本人が 御負 担され てい る場

合も ある とお聞 きし て いると ころ でご ざいま す。 しかし なが ら、

現在 の制 度が購 入を 前 提とし た制 度に なって いる ことを 踏ま えま

して 、本 市独自 の制 度 といた しま して レンタ ル制 度を導 入し まし

て、 その 費用の 一部 を 公費で 負担 する 新たな 制度 の創設 につ いて

は、 現時 点では 考え て いない とこ ろで ござい ます 。現状 とい たし

まし て、 県内の 自治 体 だけで なく 全国 的にも 実施 をされ てい る事

例が ない という とこ ろ ではご ざい ます けれど も、 引き続 き国 や他

の自治体の動向の把握に努めたいと考えております。

○稲田議長 塚田議員。

○塚 田議 員 な かな か 難しい 問題 だと 思いま すが 、購入 して から



本人 に合 わなか った の では、 よい 福祉 用具が 駄目 な福祉 用具 にな

りま す。 最初の ほう の 答弁で 、地 域移 行にな った 方の実 績人 数が

年間 ２名 から３ 名で し た。た とえ レン タル制 度を 本市が 本格 的に

開始 して も、そ んな に 大きな 予算 が必 要にな るで しょう か。 やり

方だ と思 います が、 国 の制度 で購 入へ の助成 金制 度があ りま す。

ずっ とレ ンタル では な く購入 に向 けて のレン タル で、レ ンタ ル期

間を 決め 、その 期間 内 お試し 、本 人に 合って いる かを確 認し 購入

する 。施 設と自 宅を 数 か月ご とで 行き 来する 方に は、自 宅で はレ

ンタ ル、 施設に 入所 に なれば 引揚 げ等 、やっ てみ ないと 分か らな

いことではありますが、ぜひ検討してみてください。

重 度障 がい者 の御 家 族様か らは 、少 しの期 間で も自宅 で生 活が

でき るよ うに、 介護 保 険のよ うに 福祉 用具の レン タルが でき ると

あり がた いと声 をい た だいて いま す。 やはり そこ にはい ろん なリ

スク を背 負って でも 安 全に安 心し て自 宅で見 たい という お気 持ち

があ るか らです 。当 局 の皆様 も理 解し ている と思 います が、 高齢

者の 主介 護者は 、老 老 介護と 言わ れる 夫婦と 娘夫 婦や息 子夫 婦が

主介 護者 になり ます が 、一方 、障 がい 者の主 介護 者は親 が主 介護

者に なる ことが 多く 、 福祉用 具に 頼ら ないと 自宅 で見た いけ れど

も見 れな いケー スが あ るので す。 です が、逆 に取 れば、 福祉 用具

を充 実さ せ、他 のサ ー ビスも 利用 すれ ば、自 宅で 一緒に 生活 がで

きる よう になる とい う ことで す。 国の 指針も 示さ れたの です から、

他市 町村 の状況 の把 握 も必要 です が、 前向き に検 討して みて くだ

さい。強く要望いたします。

最 後に 、市長 の見 解 、少し お伺 いで きたら と思 います が、 お願

いします。



○稲田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 議 員の お っしゃ るこ とは よく理 解を いたし まし た。

そう した ニーズ があ る という こと で受 け止め たい と思い ます 。一

方、 この レンタ ルを 進 めてい く上 では 、事業 者側 のお話 も伺 って

いか なけ ればな らな い と思い ます 。つ まり、 事業 者が購 入を して、

それ を使 用者に 対し て 販売を して いく という のが 今まで の形 だっ

たわ けで すけど も、 こ れをレ ンタ ルす るとい うこ とにな りま すと、

いず れか のタイ ミン グ でレン タル 装具 を回収 して 、また 次の 方に

レン タル をして 、そ し て、代 金の 回収 を図っ てい くとい うこ とに

なっ てい きます ので 、 レンタ ルに そぐ う備品 なの かどう か、 その

辺り も適 したも のと そ うでな いも の、 誰でも 順番 的に使 って いけ

るも ので あれば レン タ ルには 適し ます けども 、そ の人に 特化 して

作っ たも のにな りま す と、や はり 次の 使用者 が見 当たら ない とい

うこ とに なりま すと レ ンタル には そぐ わない とい うよう なこ とも

ござ いま すので 、そ の 辺りの 事情 も踏 まえな がら 、これ につ いて

は研究をしていきたいというふうに思います。

○稲田議長 塚田議員。

○塚 田議 員 市 長、 あ りがと うご ざい ます。 私も 福祉用 具の 事業

所で 所長 をさせ ても ら ってい たの で、 いろい ろと お話が でき ると

思いますので、またぜひともよろしくお願いいたします。

次に、大要２点目、防災・減災についてです。

本 定例 会にお きま し ても全 会派 で防 災・減 災に ついて 議論 され

てき まし た。あ さっ て には各 個質 問も ありま す。 それだ け市 民の

意識 が高 くなっ てい る という こと だと 思いま す。 今回の よう に松

本防 災安 全監が 毎日 答 弁され てい るの を初め て見 たよう な気 がし



ます 。あ たかも スク ワ ットを して いる ような 、筋 肉痛に なっ てな

いか ちょ っと心 配で は ありま すけ ど。 それは さて おき、 聞き 取り

の段階で重複するところは割愛させていただきます。

それでは、質問に入ります。

能 登半 島地震 の経 験 を経て 、改 善し たこと につ いて伺 いた いと

思います。

○稲田議長 松本防災安全監。

○松 本防 災安全 監 能 登半島 地震 の経 験を経 て改 善した こと につ

いて でご ざいま す。 能 登半島 地震 発生 後、鳥 取県 沿岸に も津 波注

意報 が発 表され 、本 市 でも防 災行 政無 線等で 警戒 の呼び かけ を行

った とこ ろでご ざい ま す。今 回は 幸い にも被 害は ござい ませ んで

した けれ ども、 津波 に 関しま して は一 刻も早 い注 意喚起 が重 要で

ござ いま して、 市民 へ の警戒 周知 まで の時間 短縮 が課題 とな った

ので はな いかと 考え て おりま す。 この ことか ら、 津波注 意報 の発

表と 同時 に警戒 放送 が 流れる よう Ｊア ラート のシ ステム を見 直し、

注意 喚起 の第一 報が 防 災無線 放送 ＤＡ ＲＡＺ ＦＭ や防災 ラジ オか

ら配信される設定に変更をいたしました。

○稲田議長 塚田議員。

○塚 田議 員 能 登半 島 地震で はい ろい ろな問 題が 報道さ れて いま

すが 、本 市の足 りて い ないと ころ はな いか、 認識 を伺い たい と思

います。

○稲田議長 松本防災安全監。

○松 本防 災安全 監 本 市の足 りて ない ところ はな いかと いう こと

でご ざい ます。 能登 半 島地震 では 避難 者が利 用す るトイ レの 数の

問題 、あ るいは 断水 の 長期化 など 、様 々な問 題が 浮き彫 りに なっ



てお りま す。本 市で は マンホ ール トイ レの整 備や 各種事 業者 との

安全 協定 締結な どの 取 組を進 める こと により まし て、災 害時 の被

害の 拡大 防止を 図っ て いると ころ でご ざいま す。 能登半 島地 震に

おけ る課 題とし まし て は、本 市と は地 形など も異 なりま すた め、

全て が当 てはま ると い うもの では ない ですけ れど も、参 考と なる

事項 は必 要に応 じて 災 害への 備え に反 映させ てま いりた いと 考え

ております。

○稲田議長 塚田議員。

○塚 田議 員 そ れで は 、発災 時、 県や 市町村 職員 はどの よう に対

応するか伺いたいと思います。

○稲田議長 松本防災安全監。

○松 本防 災安全 監 発 災時の 県や 市町 村職員 の対 応につ いて でご

ざい ます 。災害 の規 模 や種類 によ り異 なりま すも のの、 災害 発生

直後 は県 及び市 町村 は それぞ れの 地域 防災計 画に 基づき まし て、

災害 対策 本部を 設置 し て必要 な対 応に 当たる こと として おり ます。

本市 では 市長を 本部 長 として 災害 対策 本部を 設置 し、災 害の 規模

に応 じて 職員が 参集 し 、体制 構築 を図 りなが ら被 災状況 の把 握、

避難 所開 設、運 営、 避 難情報 の発 令等 を行う こと として おり ます。

○稲田議長 塚田議員。

○塚 田議 員 同 様に 、 医療福 祉部 門は どのよ うな 対応が 想定 され

るか伺いたいと思います。

○稲田議長 松本防災安全監。

○松 本防 災安全 監 医 療福祉 部門 それ ぞれの 対応 につい てで ござ

いま す。 医療に つき ま しては 、県 にお きまし て県 医療救 護対 策支

部が 設置 され、 被災 状 況の情 報共 有、 必要な 医療 救護の 確認 、災



害拠 点病 院、こ れは 鳥 取大学 医学 部附 属病院 でご ざいま すけ れど

も、 災害 拠点病 院と 連 携した 対応 を行 うほか 、要 請によ り災 害現

場へ医療救護班が派遣されることとなっております。

ま た福 祉部門 につ き まして は、 本市 では防 災関 係部署 と福 祉保

健部 署が 連携し て福 祉 避難所 開設 の準 備を行 いま すほか 、避 難行

動要 支援 者に関 して 個 別避難 計画 に基 づいた 緊急 避難及 び緊 急受

入れ 等が できる よう に 、対象 者及 び関 係事業 者に 対して 連絡 を行

うことなどとしております。

○稲田議長 塚田議員。

○塚 田議 員 医 療福 祉 部門の 対応 もで すが、 自衛 隊、消 防、 警察

は国 や県 からの 要請 で 人命救 助や 捜査 活動を 行っ ていま す。 なか

なか メデ ィアに も取 り 上げて もら えな い建築 業や 測量、 コン サル

会社 から も被災 地に 赴 いて、 地元 の仕 事を後 回し にして でも 復旧

に尽 力し ている とお 聞 きして いま す。 こうい う方 々に対 して も何

らかの形での後方支援が必要ではないかと私は思います。

避 難生 活で一 番取 り 上げて いる のは 女性へ の配 慮や対 応で すが、

こち らも 何名か 質問 し てあり ます ので 割愛さ せて いただ きま して、

災害 時に おける 乳幼 児 、妊産 婦の 対策 につい て伺 いたい と思 いま

す。

○稲田議長 松本防災安全監。

○松 本防 災安全 監 乳 幼児、 妊産 婦へ の対応 とい うこと でご ざい

ます 。避 難所の 状況 に 応じま して 、妊 産婦等 が気 兼ねな く休 める

空間 や、 授乳、 おむ つ 替えス ペー スに ついて 、可 能な限 り確 保す

るこ とを 避難所 運営 マ ニュア ルに 盛り 込んで おる ところ でご ざい

ます 。た だし、 体調 等 の状況 によ り医 療機関 等へ の速や かな 移送



も必 要と なるこ とも 認 識はし てお りま す。ま た、 乳幼児 、妊 産婦

向け の備 蓄品と しま し て、粉 ミル クや 液体ミ ルク 、哺乳 瓶や 各サ

イズ の紙 おむつ 等の 備 蓄を行 って おり ますが 、各 家庭で も日 頃か

ら使 用し ている もの を 非常用 持ち 出し の袋等 に準 備して いた だく

など、災害に備えていただきたいと考えております。

○稲田議長 塚田議員。

○塚 田議 員 次 に、 こ れも重 要な とこ ろでし て、 二次災 害、 三次

災害 の問 題にも なり 得 るので はな いか と思う が、 災害時 にお ける

感染症対策について伺いたいと思います。

○稲田議長 松本防災安全監。

○松 本防 災安全 監 災 害時に おけ る感 染症対 策に ついて でご ざい

ます 。感 染症対 策に 関 しまし ては 、先 般のコ ロナ 禍以降 、国 ・県

の通 知等 を踏ま えな が ら、ま ず避 難所 におけ る福 祉スペ ース や体

調不 良者 専用の スペ ー スの確 保で あり ますと か、 マスク 、ア ルコ

ール 消毒 、体温 測定 等 の基本 的な 対策 用品の 準備 、また 避難 スペ

ース を区 切るた めの パ ーティ ショ ンの 備蓄等 に取 り組ん でお ると

ころ でご ざいま す。 引 き続き 関係 機関 とも連 携を 取りな がら 、避

難所における感染症防止を図ってまいりたいと考えております。

○稲田議長 塚田議員。

○塚 田議 員 す みま せ ん、一 つ飛 ばし てまし たね 。障が いの ある

方への配慮や対応について伺いたいと思います。

○稲田議長 松本防災安全監。

○松 本防 災安全 監 障 がいが ある 方等 への配 慮に ついて でご ざい

ます 。比 較的重 度の 障 がいの ある 方で 、災害 時避 難行動 要支 援者

に該 当す る場合 、個 別 避難計 画の 作成 を通じ 、災 害時の 対策 につ



いて 個別 に対応 する こ ととし てお りま す。ま た、 避難所 に避 難さ

れた 後で も避難 所で の 滞在が 困難 と判 断され る場 合は、 状況 に応

じて 福祉 避難所 の開 設 や災害 協定 に基 づいて ホテ ルや旅 館を 避難

所と して 活用す るこ と 等によ り、 避難 される 方々 の様々 な状 況に

も対応できる体制づくりに努めておるところでございます。

な お、 一般の 避難 所 でも施 設の 状況 に応じ 、要 配慮者 スペ ース

を設けることを想定しておるところでございます。

○稲田議長 塚田議員。

○塚 田議 員 災 害時 に おける 上下 水道 のライ フラ インの 復旧 への

対応体制について伺いたいと思います。

○稲田議長 松本防災安全監。

○松 本防 災安全 監 上 下水道 のラ イフ ライン の復 旧への 対応 体制

につ いて という こと で ござい ます 。ラ イフラ イン の復旧 に関 しま

して は、 米子市 地域 防 災計画 にそ の応 急・復 旧等 につい て定 めて

おり ます 。例え ば上 水 道は、 協定 に基 づき、 関係 事業者 の支 援に

より 応急 ・復旧 を行 う ことと して おり ます。 公共 下水道 及び 農業

集落 排水 施設は 、協 定 に基づ き、 全国 組織の 各種 団体か らの 支援

をは じめ 、市と 地元 民 間事業 者が 協力 して被 害調 査、資 器材 確保

を行 い、 緊急度 、重 要 性の高 いも のか ら復旧 を行 うこと とし てお

りま す。 いずれ も被 害 が甚大 な場 合は 、県な どを 通じて 他の 自治

体や 関係 団体に 応援 を 求める こと とし ており ます 。道路 に関 しま

して は、 緊急輸 送路 の 確保等 を考 慮し ながら 、国 ・県と 連携 して

障害 物の 撤去を 行う な ど、応 急・ 復旧 を図る こと として おり 、ま

ず応 急・ 復旧を 行い 、 被害の 程度 を検 討しな がら 早期復 旧を 行う

想定でございます。



○稲田議長 塚田議員。

○塚 田議 員 次 に、 南 海トラ フ地 震に ついて お伺 いした いと 思い

ます。

南 海ト ラフ地 震に 関 して、 本市 では どのよ うな 想定を して いる

かお伺いします。

○稲田議長 松本防災安全監。

○松 本防 災安全 監 南 海トラ フ地 震に 関して の本 市での 想定 でご

ざい ます が、防 災計 画 等にお きま して 、具体 的に 南海ト ラフ 地震

を例とした想定はございません。

な お、 鳥取県 では 鳥 取県震 災対 策ア クショ ンプ ランに おい て県

内に おけ る地震 想定 が 示され てお りま して、 本市 でもそ の内 容を

参考としているところでございます。

○稲田議長 塚田議員。

○塚 田議 員 ち ょっ と すみま せん 、南 海トラ フに ついて ちょ っと

お話 をさ せても らい ま すと、 約１ ００ 年周期 で起 きる南 海ト ラフ

巨大 地震 が２０ ３５ 年 前後に 起き ると 分かっ てい ます。 過去 の地

震デ ータ の検証 を根 拠 にして いま す。 １９４ ６年 に起き てい ます。

発表 され た内容 はマ グ ニチュ ード 8.０ か ら 9.０ の 巨 大 地 震 、 １ ０

年 以 内 は ３ ０ ％ 、 ３ ０ 年以内 は７ ０％ から８ ０％ 、５０ 年以 内は

９０ ％と 発表さ れま し た。震 源地 は東 海、東 南海 、南海 の３ つに

分け られ ていま す。 こ の３つ が連 動し ながら 一体 となっ て揺 れる

もの だと 考える のが 一 般的だ とい うこ とです 。１ ０年、 ３０ 年、

５０ 年と 言いま した が 、１０ 年後 、３ ０年後 、５ ０年後 では なく

明日 起こ るかも しれ な いとい うこ とで す。そ れを 頭に入 れて おか

なけ れば ならな いと い うこと です 。四 国の南 側で 発生し た地 震で



も、本市への影響が出る可能性が高い。

そ れだ け大き な地 震 が発生 した 場合 、もう 一つ 想定し なけ れば

なら ない ことは 避難 者 の受入 れで す。 県外か らの 避難者 受入 態勢

について伺いたいと思います。

○稲田議長 松本防災安全監。

○松 本防 災安全 監 県 外から の避 難者 の受入 れに ついて でご ざい

ます 。能 登半島 地震 で の対応 を例 とし ますと 、他 県での 大規 模災

害が 発生 した場 合、 鳥 取県が 避難 者受 入れ支 援総 合相談 窓口 を設

置さ れる ほか、 市で も 窓口を 一元 化し 、避難 を検 討して おら れる

方や 実際 に避難 され た 方に対 して 生活 に係る 各支 援を御 案内 する

こと とし ており ます 。 このた びの 能登 半島地 震で は、本 市に おき

まし ては 市民二 課を 窓 口とし まし て、 実際に 避難 されて こら れた

方に 聞き 取りを 行う な どして 被災 者の 認定を 行い 、ワン スト ップ

で関係課での必要な手続を御案内しているところでございます。

○稲田議長 塚田議員。

○塚 田議 員 ぜ ひ、 い ろんな 状況 を想 定した 対策 を検討 して いた

だきたいと思います。

戸 田議 員の代 表質 問 の市長 答弁 で、 ハード 対策 とソフ ト対 策を

適切 に組 み合わ せ、 一 層の防 災・ 減災 対策に 努め ていく と答 弁し

てい ただ きまし たが 、 ハード 対策 とソ フト対 策を 適切に 組み 合わ

せた対策について、もう少し詳細に伺いたいと思います。

○稲田議長 松本防災安全監。

○松 本防 災安全 監 ハ ード対 策、 ソフ ト対策 の組 み合わ せた 対策

につ いて でござ いま す 。様々 な災 害対 策にお きま してハ ード 対策

とソ フト 対策と いう の がござ いま す。 ハード 対策 は多く の費 用を



必要 とし 、完成 まで に 時間を 要し ます が、物 理的 、抜本 的な 被害

の軽 減に つなが るた め 、着実 に進 捗を 図る必 要が ござい ます 。ま

た、 ソフ ト対策 は個 人 や地域 が今 すぐ 活動に 取り 組むこ とが でき、

災害 時に 命を守 るこ と につな げる こと ができ るた め、今 後も 引き

続き 推進 を図る 必要 が ござい ます 。災 害時の 被害 を効果 的に 回避、

最小 化す るため には 、 ハード 対策 、ソ フト対 策い ずれか に偏 り過

ぎる こと なく、 その 両 面で取 組を 続け ること が必 要であ ると 考え

ております。

○稲田議長 塚田議員。

○塚 田議 員 そ れで は 、県と の連 携の ことを お聞 きした いと 思い

ます。

県 にお かれま して は 、トイ レカ ー及 びシャ ワー カーの 導入 を予

定し てい ると聞 いて お ります 。県 と連 携した 本市 の今後 の地 震、

津波対策の取組について伺いたいと思います。

○稲田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 県 と連 携 した取 組に つい てでご ざい ますけ れど も、

現在 、鳥 取県に おき ま して能 登半 島地 震を踏 まえ た地震 津波 対策

の取 組方 針につ いて 検 討が進 めら れて おりま す。 今後新 たな 取組

方針 に沿 いまし て、 具 体的な 対策 に取 り組ん でい く中に おき まし

て、 県や 他の市 町村 な どと連 携、 役割 分担な どを しなが ら、 必要

な地震津波対策を進めていきたいと考えております。

○稲田議長 塚田議員。

○塚 田議 員 あ りが と うござ いま す。 有事の 備え は平時 にを モッ

トー に、 シミュ レー シ ョンな どを しな がら、 必要 な備え をし っか

り整 えて いく、 本市 は 前向き に、 そし て現実 的に 実行し てい ると



認識 いた しまし た。 今 後も足 りな い部 分はし っか り整え てい くと

い う 、 強 く 高 い 意 識 を 持 っ て 防 災 に 強 い 米 子 市 を 目 指 し て 、 防

災・減災体制をしっかり前進してもらいたいと思います。

次 に、 浜橋の 架け 替 え工事 につ いて 、住民 説明 に係る 説明 会の

開催状況について伺いたいと思います。

○稲田議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 浜橋の 架け 替え 工事に 係る 住民説 明会 の開

催状 況に ついて とい う お尋ね でご ざい ます。 令和 ４年１ １月 に事

業概 要な どの説 明会 を 実施い たし まし て、令 和５ 年１０ 月及 び１

１月 に仮 設道な どの 今 年度実 施予 定の 工事に 係る 説明会 を実 施い

たしました。以上です。

○稲田議長 塚田議員。

○塚 田議 員 な ぜ説 明 会の実 施が 遅く なった か伺 いたい と思 いま

す。

○稲田議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 説明会 の遅 れに ついて でご ざいま す。 令和

４年 １１ 月の説 明会 以 降、横 断歩 道や 迂回路 につ いて警 察や 地元

代表 者と の協議 を行 っ ており 、詳 細決 定後に 地元 説明会 を実 施す

るこ とを 考えて おり ま したと ころ から 、令和 ５年 １０月 の説 明会

開催まで期間を要したものでございます。

○稲田議長 塚田議員。

○塚 田議 員 令 和４ 年 に説明 会を して 次が令 和５ 年の１ ０月 で、

大体 １年 ですよ ね。 最 初の説 明か ら１ 年の間 で決 まった こと はな

かっ たの ですか 。詳 細 決定後 に説 明会 を実施 する 予定だ った とい

うこ とで すが、 決ま っ たこと があ った のなら 、な ぜ、段 階的 に細



かく説明ができなかった理由について伺います。

○稲田議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 段階的 に細 かく 説明が でき なかっ たか とい

うこ とで ござい ます け れども 、地 元の 皆様に 対し まして は、 工事

時期 や迂 回路な どの 詳 細が決 定し てか らと考 えま して個 別に 協議

を行 って いたと ころ か ら、仮 設道 工事 に当た って 移転を お願 いす

る地 権者 の方々 など に 対して 細か やな 説明が でき ていな かっ たと

いう状況でございました。以上です。

○稲田議長 塚田議員。

○塚 田議 員 そ うい う 状況下 で住 民と の信頼 関係 につい てお 伺い

します。

現 在、 住民と の信 頼 関係が 築け てい ると考 えて いるか 伺い たい

と思います。

○稲田議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 地元住 民さ んと の信頼 関係 につい てで ござ

いま す。 令和５ 年１ ０ 月の説 明会 では 、説明 の遅 れにつ いて 御意

見を 頂戴 したと ころ で ござい ます 。細 やかな 説明 が不足 して いた

こと を反 省をし てお る ところ です 。適 宜適切 に説 明会な どを 実施

し、 信頼 関係を 今後 築 けるよ うに 努力 してい きた いと思 って おり

ます。

○稲田議長 塚田議員。

○塚 田議 員 や はり 迂 回路と いっ た仮 設道路 を造 るに当 たっ て、

自分 の家 や敷地 を削 っ たりす る住 民の 方から 、夫 婦だけ では なく

次の 世代 の面々 にも 入 ってい ただ いた 家族会 議を したい のに 何の

情報 もな いと、 家族 会 議がで きな いん だと、 個人 的でも いい から



早く 説明 に来て ほし い 、米子 市は どう なって いる んだな どの 声を

いた だき ました 。住 民 との信 頼関 係が ないと 工事 もうま くい かな

くな るこ ともあ りま す よね。 今後 の工 事スケ ジュ ールも 気に なっ

てい るよ うなの で、 細 かく、 分か る範 囲でい いで すので 、今 後の

工事スケジュールについて伺います。

○稲田議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 今後の 浜橋 の架 け替え につ いての スケ ジュ

ール でご ざいま す。 仮 設道工 事を 現在 発注し たと ころで ござ いま

して 、令 和６年 度は 迂 回路と なる 仮設 道工事 及び 地下埋 設物 の移

設工 事な どを実 施い た します 。令 和７ 年度に 現橋 の撤去 、令 和８

年度 に橋 梁仮設 工事 、 令和９ 年度 に仮 設道を 撤去 し、完 了す る計

画としておるところでございます。

な お、 現場は 農業 用 水や地 下埋 設物 などの 制約 が多い こと から、

進捗 につ きまし ては 不 確かな 部分 もあ ります が、 計画ど おり に施

工できるように努めてまいりたいと考えております。

○稲田議長 塚田議員。

○塚 田議 員 そ れで は 、これ まで に本 市全体 で同 様な事 業に おい

て、 住民 から説 明不 足 につい て指 摘を 受けた 事例 がある か伺 いた

いと思います。

○稲田議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 同様の 指摘 があ るかと いう お尋ね でご ざい

ます 。同 様の土 木工 事 におい て、 情報 周知は 努め てはい るも のの、

説明不足との指摘を受けることはあるということでございます。

○稲田議長 塚田議員。

○塚 田議 員 こ れが 米 子市は どう なっ てるの とい う、言 われ た原



因の 一つ だと私 は思 い ます。 今後 市と して同 様の 事業に おけ る説

明など、進め方について見解を伺いたいと思います。

○稲田議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 今後の 事業 の進 め方等 につ いてで ござ いま

す。 現在 も事業 につ い て住民 への 説明 を心が けて はおり ます が、

今後 も地 元自治 会な ど 関係者 の方 々と 相談し なが ら、説 明の 時期

や方 法を 決める など 、 適宜適 切な 説明 機会を 設け るよう 徹底 いた

したいと存じます。

○稲田議長 塚田議員。

○塚 田議 員 私 も住 民 の皆様 から 声を いただ きま した。 その 声を

真摯 に受 け止め 、私 も 邁進し てま いり たいと 思い ます。 住民 の声

から 米子 市はど うな っ とるを なく すよ う、当 局の 皆様も 一緒 にな

って頑張っていきましょう。

私の質問を終わります。


